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実り多き 10月に 
忙しい毎日を送っています 

 山々が色づきはじめました。柳津が一番美しい季節と聞い 

たことがあります。 

 １０月は、１年の中で文化的行事、体育的行事などが最も 

盛んに行われる月です。そうした行事に追われることなく、 

落ち着いた生活ができるようにさせたいものです。 

 ２９日（土）に迫った本校文化祭「柳輝祭」に向けて、着 

々と準備が進んでいます。今週は、その様々な係を各学年で 

決めました。そして１７日（月）には、第１回柳輝祭実行委 

員会が予定されています。一方で、先日ソフトテニス部が出 

場した新人大会が、今週末に女子バレーボール部、来週末に 

バドミントン部と予定されており、生徒たちは毎日忙しい日 

々を送っています。３年生は、受験に向けた勉強も今まで以上に本格化させなければなりません。こ

の時期になると、どこの学校でも、どの生徒も時間の調整に苦労します。でも、このような機会は、

「自らのスケジュール管理」の仕方を身につける絶好の機会といえます。 

 「パーキンソンの法則」というものがあります。これは、人は与えられた資源（時間や予算）をギ

リギリまで使ってしまう、という法則のことです。 

 例えば、本来なら３日で終わらせられる宿題も、「１週間後に提出」という期限が与えられると、

最初の３日で終わらせるのではなく、７日ギリギリまでかけてしまう傾向があるということです。つ

まり、４日分の資源を無駄に使ってしまっていることになります。 

 時間のない日は、部活もやって勉強も終わらせて自主勉強もできている人なのに、テスト前にたく

さんの時間を手にしたら、普段の日以下の量しかこなせないのはこのパターンに陥っているわけで

す。 

              人は、やるべきことが明確になっていないことに取りかかるのは、か 

なりの意思力を要します。そこで、パーキンソンの法則が加わると、後 

回し連発で１日が終わってしまいます。 

 大変忙しい時期ではありますが、学校では、このような時にこそ、今 

やるべきことをリストアップさせ、メリハリをつけた行動ができるよう 

に指導していきたいと思います。保護者の皆さまからも温かいお声がけ 

をいただければ幸いです。 
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保護者の皆様には、今週初めにデザインが決定した旨お知らせしたところ 

です。令和２年度に、女子制服について、寒さ対策等の理由でスラックスを 

取り入れてほしいという要望があり準備を進めていたものです。なお、この 

スラックスの購入は希望者のみとなります。着用に関してのきまりは、後日 

お知らせします。 

今後につきましては、今月中に業者及び町衣料組合様から、購入希望及び採寸についてのお知らせ

を配布する予定です。在校生につきましては、早ければ１２月にお渡しできる見通しとなっておりま

す。 

 

 

 

 

５日（水）、雨で延期となっていた小中合同避難訓練を行いました。今回は、避難後さらに爆発の

可能性があるという設定で、２次避難をするものでした。柳津小学校さんと合同ということで、中学

３年生が小学校３年生と、中学２年生が小学２年生と、中学１年生が小学１年生と一緒に避難しまし

た。いつも以上に中学生が立派に見えました。 

同日、救急救命教室を行いました。新型コロナの影響で、全員が実施することができませんでした

が、代表者は説明されたとおりに実演することができました。 

どちらも、とっさの時に行動できるようにしたいものです。 

講師としておいでいただきました、会津坂下警察署柳津出張所の木村圭汰様、ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子制服のスラックスについて 

小中合同避難訓練・救急救命教室 

感染拡大防止！ 

 

 

密の回避 健康管理の徹底 

手洗い・手指衛生の徹底 適切なマスク着用 換気の徹底（バスの中も） 



 


